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　ＩＭＡＬＵさんは、高校

時代にカナダへ留学。柔

軟かつ多感な時期に新し

い価値観に触れたことで、

たくさんのことを吸収した

そうです。そして、帰国し

てからご自身の世界をぐ

んと広げ、留学前には想

像しなかった未来を手に

しました。

　前回は、憧れのハイス

クールライフになじむまで

のお話をお聞きしました。

今回は、現地での生活に

ついての楽しいエピソード

と、留学の小さな一歩が

現在のお仕事の道にどの

ようにつながっていったの

か、また、留学の経験が

どのように今に生きている

のかをうかがいます。

　背中を押されるインタ

ビュー、後半です！
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ＩＭＡＬＵ（いまる）さん

1989 年９月 19 日生まれ。東京都出身。中学卒業

後、語学を学ぶためカナダの高校へと留学。 帰国後、

2009 年にファッション誌でモデルデビュー。その後、

シンガーやタレントとして TV や雑誌、ラジオなどに

活躍の場を広げる。2017 年からアーティスト LULU X

としてのプロジェクトをスタート。ご両親は女優の大

竹しのぶさんとコメディアンの明石家さんまさん。

留
学
で
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

P R O F I L E

S p e c i a l  I n t e r v i e w

IMALU
タレント　

第２弾

さん

ど
ん
ど
ん
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す

　ＩＭＡＬＵさんは、高校

時代にカナダへ留学。柔

軟かつ多感な時期に新し

い価値観に触れたことで、

たくさんのことを吸収した

そうです。そして、帰国し

てからご自身の世界をぐ

んと広げ、留学前には想

像しなかった未来を手に

しました。

　前回は、憧れのハイス

クールライフになじむまで

のお話をお聞きしました。

今回は、現地での生活に

ついての楽しいエピソード

と、留学の小さな一歩が

現在のお仕事の道にどの

ようにつながっていったの

か、また、留学の経験が

どのように今に生きている

のかをうかがいます。

　背中を押されるインタ

ビュー、後半です！

構成・文／中原紫恵　写真／鈴木貴子（ひび写真事務所）　スタイリスト／水嶋和恵　ヘアメイク／アオタマユミ



留学中の１コマ
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― 映画で憧れていた外国の“ハイ

スクールライフ”はどんなものでし

たか？

　 私 が 留 学した カナダのバンクー

バーアイランドのビクトリアは、バン

クーバーからフェリーで２時間半くら

いかかる場所にあります。「都会すぎ

ず、田舎すぎないところ」というリク

エストで紹介してもらったのですが、

海があり緑があり、山があって、のど

かな街でした。

　そんなビクトリアでの生活は、友

達ができるまではちょっと苦労しまし

たが、自分の殻を破って友達を作っ

てからはとても楽しかったです。とは

言っても、そんなに特別なことをする

わけではないのですが。適度に田舎

でしたから（笑）、学校に行って、帰

りにコーヒーショップでお茶を飲ん

で、たまにビーチに行って、週 末に

友達と遊んで、日曜日にはたっぷり

寝て、月曜日にまた眠い目をこすりな

がら起きて学校に行く…そんなあり

ふれた毎日をエンジョイしました。

― クラブ活動などはしましたか？

　 クラブには入りませんでしたが、

通っていた学 校には年に１度ミュー

ジカルシーズンがあって、希望者た

ちが参加する課外活動のような形で

ミュージカルをやっていたんです。２

年生と３年生の時は、このミュージカ

ルにエントリーしました。２年生では

ギターで、３年生ではヘアメイクを担

当したのですが、良い思い出になっ

ています。

　それから、学校のカリキュラムにア

ルバイトかボランティアもあったんで

す。卒業に必要な単位のひとつなの

で、３年の間に必ずどちらかを経験

しなくてはならないんですね。留学

生はアルバイトができないので、私

はアイスクリーム屋さんでボランティ

アとして１カ月ちょっと働いたのです

が、楽しかったです。ボランティアな

のでお給料がない代わりに、仕事が

終わると必ず好きなアイスクリームを

取って食べさせてもらえたのがうれし

くて（笑）。

―勉強はどうでしょうか？

　英語がわからない状態で入学した

ので、最初は授業の内容もわからな

くて必死でした。卒業できないかも

しれないという危機感があるくらい

ギリギリのところで戦っていました

ね。とにかく英語を覚えることが先

決でした。

　当時、カナダ人のボーイフレンドが

できたことは、英語の習得にも大き

なプラスになりました。友達もそうで

すが、近い存在ができると話す機会

も増えるし、気持ちを伝えたいとい

う思いが強くなりますよね。特にボー

イフレンドとはけんかをした時になか

なか気持ちが伝わらないので、悔し

い思いをたくさんしました。日本語な

ら言いたいことがパッと出ますが、「自

分はこう思う！」みたいな自己主張や、

怒っている表現は普通に英語を勉強

しているだけではあまり習いません

よね。どう言えばいいのか、すごく

考えながら話していました。それが

自然と勉強になったので、言葉を覚

えるためのいちばんの勉強法は親し

い人とのコミュニケーションなのかな

と思います。

― ボーイフレンドとのデートの思

い出をちょっと教えていただけます

か？

　公園に行ったり、映画を見に行っ

たり、ビーチを散歩してその後フィッ

シュ＆チップスを食べるとか、素朴

な感じでした。一つ心残りがあると

すれば、同じ学校の子ではなかった

ので、映画で憧れた「ロッカーの前

で待ち合わせ」ができなかったんで

す（笑）。でも、彼との時間もとても

大切な思い出です。

憧れの
ハイスクールライフで
“ 普通の ” 生活を
エンジョイ

― ３年間の留学、全体を通して

学んだことや発見したことを教えて

ください。

　日本人として海外に行くと、「日本

で生まれ育った自分」というアイデン

ティティに気付くと思うんです。自分

から話さないと人とつながれない環

境では、「知ってもらいたい」「話した

い」という思いも強くなりますし、母

国にいる時よりも自己表現して自分を

出していくことが必要です。だから「自

分はこうだ」という思いが強くなって

留学は
新しい自分としての

スタート
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いくと思います。私は留学時代、あ

りのままの自分で生活できていた感

じがします。向こうは自由なので、髪

の毛を赤にしたり、前髪だけ金髪に

したりしてファッションで遊んだりも

していました。「自分はこれが好き」

という意見を持ち、表現するというこ

とは、向こうででき上がっていった部

分だと思います。

　個人的な話になりますが、私は留

学前、「芸能人の娘」ということで、

私にとって初めての環境でもなんとな

くみんなが私を知っているような状

況だったんですね。留学して「初めま

して、ＩＭＡＬＵです」と言うと、「変

わった名前だね、クールじゃん！」「日

本って名前に由来があるんでしょ、ど

ういう意味なの？」とか純粋に私に

興味を持って聞いてくれるのがうれし

かったんです。

　その当時、そのことに感動したわ

けではないんですが、振り返ると、一

人の人間として見てもらえることが居

心地良かったのかなと思います。知

らない土地でそれまでのイメージな

どなく、ありのままで見てもらえるの

は、誰でもとても楽なのではないで

しょうか。私も自己を確立して人間性

が一気に成長したと感じていますし、

そういう意味では、留学でいったん

自分をリセットするのは良いかもしれ

ないですね。

― ＩＭＡＬＵさんの個性的なスタ

イルは留学で出来上がったのです

ね。その後、将来のビジョンをもっ

て卒業されたのでしょうか。

　いえ、先ほどもお話したように単位

もギリギリで、先のことはまったく考

えずにとにかく目の前にある課題をこ

なしていた感じです。補習のサマー

スクールにも行ったりして、なんとか

卒業することができました。海外の

卒業式って、マントを着て、上が四角

くなっている帽子をかぶりますよね。

― 高校卒業の翌年にモデルとし

てお仕事を始められました。留学中

には考えていなかったということで

すが、どのようにして芸能のお仕事

に進んだのですか？

　卒業するにあたって、大学に進学

するか、仕事を始めるのかを考えま

した。大学も見学したりしたのです

が、何を勉強するのかもわからなく

て迷っていて。そんな時、友達が「Ｖ

Ｊ（音楽チャンネルの司会者）みたい

な仕事がいいんじゃない？」と言って

くれたんです。

　その時、見つけたというか力が抜

けたというか。ずっと音楽が好きな

ので音楽に携わる仕事をしたいと漠

然と思ってはいたのですが、「留学で

英語も勉強したし、それもいいかも！」

と発見したような感覚で。ＶＪになり

たいという希望を意識してから、親

のつてなどで話が進んでデビューに

つながっていきました。

― 英語を習得したことで、「 夢」

が現実的な「将来」につながり、そ

れをつかんだのですね。今のお仕事

に留学が生きていると思われるのは

どんなことでしょうか。

　人見知りしなくなり、人に声をか

けることが怖くなくなったことです。

英語を話せるようになったことで、海

外でも現地の方とコミュニケーション

を取れるようになりましたし、どんど

ん世界が広がっている感じがします。

言葉がわからない大変さは身にしみ

てわかったので、日本にいても外国

人の方が困っていたら自然に助けるこ

とができますし。ベースにある感覚

や考え方が変わったので、それは大

きかったと思います。

　もちろん、完璧ではありませんが、

英語を身に着けたからこそ今があり

ます。コミュニケーションの面に加え

て、英語のニュアンスがわかるよう

になったことが仕事に生きています

ね。洋楽や映画を紹介するＶＪのよ

うなお仕事では、その曲や映画の良

さを私の目線で伝えられたらいいな

と思っているんです。たとえば日本

語も、一人称の「俺」「僕」「私」と

いった使い分けや、語尾の「～です」

「～やん」「～じゃねーか！」みたいな

変化などでニュアンスが変わりますよ

ね。英語の場合も、同じ言葉でも人

によるクセや場面によるニュアンス

の違いがあるんです。それがわかる

ようになったので、映画の場面やキャ

ラクター、音楽の背景などをより深く

知ることができます。私なりに味わっ

て、作品の魅力や楽しみ方を詳しく

私の言葉でみなさんにお伝えするこ

とができていると思います。

　そうは言っても、英語は今でも勉

強中です。憧れの人のインタビュー

を聞いてみたり、本を読んだり……。

留学する前には、ハイスクールライ

フのドラマや映画をたくさん観ていま

した。高校時代にはニコール・リッ

英語を
身につけたことで
将来への道が拓けた

あれにも憧れていて、無事にマント

姿でみんなで帽子を投げて、日本に

帰ってきました。
英語
力の
向上
で

のび
のび
と自
信を
もっ
て

自己
表現
が

でき
るよ
うに
☆
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ネパールで海外ロケ

LULU X での活動
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― 昨年「ＬＵＬＵ Ｘ（ルルエック

ス）」名義での音楽プロジェクトを

新たにスタートされましたね。今後

はどのように活動を展開なさってい

くのでしょう。

　音楽をやることはずっと夢見てきて

いたことで、ＬＵＬＵ Ｘで私はプロ

デューサー的な役割も担い、やりた

いものを形にすることができました。

ウェブ上のサウンドクラウドで知った

クリエイターに直感的にオファーして

一緒に曲作りをしたり、私が出ても

らいたい俳優さんに自分でお願いし

てＰＶに出てもらったり。自分の想い

と夢が詰まった作品を仕上げました。

音楽番組やラジオで好きな音楽や映

画に関わるお仕事、バラエティ番組

なども大好きなので、ＩＭＡＬＵとし

てのタレント活動はもちろん継続して

いきます。ＬＵＬＵ Ｘのほうは「実験

室」と呼んでいるのですが、私が頭

の中で考えてきたことを実験的に吐

き出せるような、音楽を通してクリエ

イティブな時間を過ごせる場にでき

たらと思っています。タレントの活動

が学校の授 業だとすると、ＬＵＬＵ 

Ｘは放課後の活動のように、両方を

バランス良くできたら理想です。

― 最後に、今のＩＭＡＬＵさんの

夢を聞かせてください。

　プライベートな夢になってしまうか

もしれませんが、たくさん海外に行

きたいです。世界でまだまだ見られて

いないところがたくさんあるので、で

きるだけいろんなところに行ってみた

いですね。ヨーロッパはまだ数えるく

らいの国しか行っていないのでもっと

いろんなところを回りたいし、南米は

まだ行ったことがないので行ってみた

いし、動物が好きなのでアフリカに

も興味があります。

　現地の空気を吸って、現地の食べ

物を食べて、現地で音楽を聴いて…

といった現 地での生の 体 験をして、

何かを感じたことがあるかないかとい

うのは違うと思うんです。自分にとっ

て新しい異文化に触れると、視野が

どんどん広がっていく感じというか、

世界が断然広がっていくと思うんです

よね。人を見る目も性格も変わって、

考え方も大きくなっていく気がしま

す。だから、どんなに過酷なロケだっ

たとしても、海外のお仕事はぜひや

らせていただきたいと言っているんで

すけど（笑）。仕事でもプライベートで

も、海外を回るのがひとつの夢です。

　留学の３年間がなければ、今こん

なふうに思わないのではないかと思

います。良い意味で１８０度自分を変

えてくれた経験で、私の人生にとって

あの時間はとても大きいものでした。

日本を飛び出して
もっと世界を広げたい

Ｍｅｓｓａｇｅ

もし留学を考えているのなら、きっと１００％プラスにしかならないので、
絶対に行った方が良いと思います。単身、外国で生活するという経験は人
をものすごく強くするので、何かしら良い変化が得られるはずです。なか
なかみんながつかめるチャンスではないので、もし留学のチャンスがある
なら、迷わず行ってください。

チーという人のキャラクターやファッ

ションが大好きだったんです。ジョー

クやユーモアも彼女が言うとより面白

いんです。とても憧れて、留学中に

は現地で買った彼女のインタビュー

やリアリティ番組のＤＶＤを英語字幕

で観て、言い回しや言葉のチョイス

を勉強したりしていました。

　今は動画サイトなどもあって便利

ですから、興味のある人やジャンル

に関する映 像を見るところから始め

たら、スムーズに英語の勉強に入れ

るのではないかと思います。

知らない
土地での

新しい経
験は

すべてが

刺激的♥
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ニット、インナー、スカート／ TOMMY HILFIGER（PVH ジャパン） 0120-266-416
サンダル／ ESPERANZA（ESPERANZA  ルミネエスト新宿店） 03-3341-6150

衣装協力


